
高知県：高知県地域脱炭素移行・再エネ推進事業計画

事業計画の効果・費用

再エネ導入

5,343kW
68,486
t-CO2

CO2削減 総事業費

28.6億円

交付金額

15.2億円

計画期間

令和4年度
～

令和8年度

事業計画の特徴

• 中小企業に対し、県単独補助として省エネ診断を負担無しで受けられることとし、省エネ診断を受けた企業については本事業の太陽光発
電設備導入に係る優先採択を実施。

• 民間事業者向け木質バイオマス設備導入の支援について市町村経由で実施し、温浴施設の給湯や施設空調としての導入を促進する。
県の林地残材の収集・加工・流通にかかるサプライチェーンが活用されることで、林業活性化につながる。

• 市町村経由で実施する断熱改修補助について、県が独自で建築士等の技術講習会を行うことで県内事業者の育成を図る。

事業計画の概要（民間）

取組のイメージ

温浴施設用
木質バイオマスボイラー

取組（個人） 規模

• 24件
• 1,780kW

• 40件既存住宅断熱改修の補助

庁舎等の公共施設への
太陽光発電設備の導入（PPA等）

太陽光発電設備の導入

バイオマス熱利用設備の導入

高効率照明機器の導入

• 50件
• 3,563kW

• 21件

• 19件

事業計画の概要（公共）

取組 規模

取組（事業者） 規模

再エネ：3,563kW

再エネ：1,780kW

推進体制

高効率空調設備の導入 • ６件
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